
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

あ
た
た
か
く
暮
ら
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
花
粉
症
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
お

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
市
長
が
誕
生
し
、
は
じ
め
て
の
市

議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
次
の
よ
う
な
内
容

で
質
疑
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
の
値
上
げ
案
へ
の
質
疑
、

○
二
十
年
度
補
正
予
算
へ
の
質
疑
、

○
一
般
質
問
（
保
育
制
度
改
革
に
つ
い

て
、
下
広
谷
南
公
民
館
に
つ
い
て
）
、

○
新
年
度
予
算
案
へ
の
反
対
討
論
。

ま
た
、
議
会
開
会
中
も
多
く
の
生
活

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
生
活

の
困
難
さ
を
実
感
し
、
ま
す
ま
す
頑
張

ら
ね
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
年
保
育
園
や
学
童
保
育
を
利
用
す

る
家
庭
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
国
で
は
民
営
化
を
推
し
進
め
、

企
業
な
ど
が
保
育
に
参
入
し
や
す
く
す

る
よ
う
に
保
育
制
度
を
変
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
責
任
を
後
退
さ
せ
、

安
易
に
民
営
化
す
る
こ
と
は
は
質
の
低

下
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
・
保
育
者
の
願
い
と
も
か
け
離
れ
て

い
ま
す
。
私
は
、
今
の
保
育
制
度
の
も

と
で
保
育
園
を
増
や
し
、
質
を
高
め
る

こ
と
こ
そ
重
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
越
の
学
童
保
育
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
市
が
お
こ
な
っ
て

き
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、

大
規
模
学
童
や
障
害
児
、
指
導
員
の
待

遇
改
善
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
関
係
課

が
相
互
に
連
携
で
き
る
体
制
作
り
を
す

る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
保
育
は
重
要
で
優
先
度
の

高
い
施
策
だ
と
の
認
識
を
示
し
、
子
育

て
支
援
を
関
連
部
署
で
検
討
し
た
い
と

答
え
ま
し
た
。
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議会報告

公
的
な
保
育
の
充
実
が
必
要

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
街
を
め
ざ
し
て

学
童
保
育
の
質
と
量
の
充
実
を

（
仮
称
）
名
細
地
区
統
合
公
民
館
の

十
二
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
下
広
谷
南

公
民
館
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
市
は
、
同
公
民
館
は
取
り

壊
し
を
予
定
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

跡
地
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
負
担
が

少
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き

と
求
め
た
と
こ
ろ
市
は
、
跡
地
利
用
は

関
係
課
で
検
討
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

下
広
谷
南
公
民
館
の
今
後
は

今
議
会
で
行
っ
た
質
問
な
ど

商
工
振
興
課
に
緊
急
地
域
経
済
対
策
室
を

設
置
し
、
福
祉
・
住
宅
部
門
な
ど
の
連
携
と

離
職
者
な
ど
の
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
お
い
て
鏡
山
酒
造

跡
地
暫
定
活
用
支
援
事
業
と
不
適
応
児
童
生

徒
支
援
員
の
二
事
業
が
決
定

解
雇
等
で
住
居
を
失
っ
た
方
（
退
去
を
求

め
ら
れ
て
い
る
方
）
の
た
め
に
市
営
住
宅
を

保
証
人
な
し
で
提
供
、
議
員
団
も
提
案
。

今
年
度
は
今
成
小
・
古
谷
小
・
高
階
北
小
・

寺
尾
小
・
霞
ヶ
関
西
小
の
校
舎
と
川
越
第
一

中
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
予
定
で

す
。
こ
れ
が
終
了
す
る
と
耐
震
化
率
は
校
舎

で
六
九
・
〇
七
％
、
平
屋
体
育
館
で
二
八
・

五
七
％
。

公
立
保
育
園
の
耐
震
診
断
は
、
対
象
が
七

園
う
ち
五
園
を
今
年
実
施
す
る
予
定
で
す
。

他
の
自
治
体
が
就
学
援
助
基
準
を
切
り
下

げ
る
な
か
、
生
活
保
護
の
一
・
五
倍
の
水
準

を
維
持
。
市
独
自
の
少
人
数
学
級
も
引
続
き

お
こ
な
い
ま
す
。

出
産
ま
で
の
間
、
十

四
回
分
の
健
康
診
査
の

費
用
を
助
成
し
自
己
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
鶴
ヶ
島
駅
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
予
定
。
平
成
二
十
二
年
度
は
川
越
市

駅
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

鏡
山
酒
造
跡
地
を
「
つ
ば
さ
」
の
情
報
拠

点
と
し
て
ま
た
、
観
光
情
報
の
提
供
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
で
ま
ち
に
活
気
を
。

昨
年
に
続
き
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
障
害
者

世
帯
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
二
千
円
の
暖
房

費
補
助
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
若
い
人
た
ち
に
働

く
権
利
を
知
ら
せ
る
『
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
』

を
市
が
作
成
。
市
立
高
校
の
卒
業
生
に
配
布
。

○
小
・
中
学
校
耐
震
化
推
進

市
民
の
命
と
く
ら
し
の
守
り
手

─
日
本
共
産
党
─

○
離
職
者
へ
の
就
労
支
援

○
鏡
山
酒
造
跡
地
暫
定
活
用
へ

─ みなさんの願い実現へ ─

○
妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
助
成

―
―

日
本
共
産
党
の
立
党
の
精
神
は
、
国
民
の
苦
難
を
解
決
す
る
た
め
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
で
す

―
―

来庁舎用に90台、観光バス乗降
場や外トイレを設置。市役所前通

りも16ｍに拡幅され渋滞緩和へ

○
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

○
就
学
援
助
費
の
基
準
維
持
と

市
独
自
の
少
人
数
学
級
を
継
続

○
失
業
中
の
方
へ
緊
急
に
住
宅
支
援

日本共産党は、地域のみなさんから寄せられた様々な要求実現のため、地域での運

動を応援したり、市議会で質問するなどして頑張っています。この間も、次のような

施策が実現・前進しています。

○
緊
急
地
域
雇
用
対
策
事
業

○
公
立
保
育
園
の
耐
震
診
断

○
暖
房
費
補
助
を
実
施

○
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
を
配
布


